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3 3月の運勢 牡羊座（3/21～4/19） サービス精神を発揮することで、ツキを引き寄せられるとき。縁の下の力持ち的な役割でも、積極的に果たして。

～売れる米づくりへ～

米の産地は皆さんもご存じの通り、秋田県以外にもたくさんあります。食品

に対する消費者の目が厳しくなっている今、選ばれる米であるための努力は欠

かせません。需要がなければ、国の指導により減反せざるを得ない場合もあり

ます。水田の面積が減ることは、秋田の農業の衰退を意味しています。一方で

は、地産地消への期待が高まる中、生産者の顔が見える安全で安心な米がます

ます求められています。

秋田の米づくりが安定的に発展するためには、生産者の売れる米づくりに対

する努力とともに、ＪＡによる日々の営農支援や販売ＰＲ戦略も重要です。そ

こで今回は、平成21年度の米づくりに対する新あきたの取組みを紹介します。

新あきた�
拡大の取組み�

特 集



43月の運勢 牡牛座（4/20～5/20） やってみたいことに、前向きに挑戦するのが吉。ただし出費増は×。すぐできるものから始めてみて。

県
農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た

こ
れ
ま
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
消

費
者
が
購
入
し
た
い
付
加
価
値
米
の
上
位

は
「
無
農
薬
米
」、「
減
農
薬
米
」、「
有
機

栽
培
米
」
で
、
こ
の
結
果
か
ら
農
薬
の
使

用
量
を
削
減
し
た
安
全
・
安
心
な
米
に
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。「

あ
き
た
ｅ
ｃ
ｏ
ら
い
す
」
は
こ
う
し

た
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
県
が
提
案
し
た

も
の
で
、
こ
の
米
は
、
農
薬
の
使
用
成
分

回
数
を
慣
行
栽
培
よ
り
5
割（
10
回
以
下
）

に
抑
え
た
減
農
薬
栽
培
米
に
な
り
ま
す
。

県
内
に
お
け
る
平
成
20
年
度
の
現
地
実

証
圃
の
実
績
で
は
、
慣
行
栽
培
に
比
べ
、

農
薬
費
が
10
ａ
あ
た
り
約
35
％
削
減
さ

れ
、
ま
た
本
田
防
除
回
数
が
最
大
5
割

（
回
数
で
3
回
）
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、

農
薬
費
の
削
減
及
び
薬
剤
散
布
労
力
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
な
ど
の
導
入
効
果
が
得

ら
れ
ま
し
た
。

新
あ
き
た
で
は
平
成
21
年

度
よ
り
、
管
内
7
営
農
セ
ン

タ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
の
圃
場
に

お
い
て
実
証
展
示
を
行
い
、

平
成
22
年
度
に
は
作
付
面
積

の
30
％
を
目
標
に
本
格
作
付

け
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

減
農
薬
米

「
あ
き
た
e
c
o
ら
い
す
」

�中旬 下旬 
3月�

上旬 中旬 下旬 
4月�

上旬 中旬 下旬 
5月�

上旬 中旬 下旬 
6月�

上旬 中旬 下旬 
7月�

上旬 中旬 下旬 
8月�

上旬 中旬 下旬 
9月�

上記の防除体系以外にも、地域の病害虫・雑草の発生状況に応じてその他の薬剤を用いた防除体系も可能である�

は種期 

は　種 

出芽期 

苗立枯病（ピシウム菌）・ 
苗いもち　初期害虫 

種子 
消毒 

いもち病・ 
ばか苗病他 

移　植 
葉いもち・初期害虫 葉いもち 

中干し 収穫 

有効 
分げつ期 

温
湯
消
毒
 

＋
 

タ
フ
ブ
ロ
ッ
ク
 

（
生
物
農
薬
） 

斑点米 
カメムシ類 

出穂期 成熟期 

対象病害虫 

作業体系 

生　育 

月 

旬 

耐性菌対策のため使用可能地域�
に制限があるので注意する！�

嵐プリンス箱粒剤6  50�/箱 
（床土混和、は種時覆土前、 
  出芽後～1葉展開前処理） � 

Dr.オリゼプリン
スエース粒剤 
（出芽後～1葉
展開前処理） � 

嵐プリンス箱粒剤6  10～15�/
箱（床土混和、は種時覆土前、
出芽後～1葉展開前処理） � 

側条オリゼメート 
顆粒水和剤 
Dr.オリゼ箱粒剤 
（移植当日） � オリゼメ

ート粒剤 
（6月12
～18） � 

嵐ダントツ箱
粒剤 
25�/箱 
（移植当日） 

� 
� 

� 

育苗培土の 
焼土使用 � 

その他病害虫・雑草を防除できる 

ベンレート水和剤 
  （は種時～は種7日後頃） 

タチガレエース剤 
（は種前・は種時・発芽後） 

� 

種
子
消
毒
剤
　
� 

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
剤（
出
穂
10
日
後
頃
）
� 

農
薬
使
用
成
分
回
数
は
10
成
分
以
下�

�
除
草
剤（
一
発
剤
）代
か
き
か
ら
2
週
間
以
内 

基
本
防
除
体
系
（
現
地
実
証
事
例
）�

前年に雑草が多発していた、または、後半に難防除雑草および多年生雑草が多発した場合や斑点米カメムシ類の発生源に隣接した圃
場等では、総農薬使用成分回数を10以下にしながら、上記の体系に加えて追加防除が必要となる。そのため、以下の方法を検討する。 

：初期害虫防除剤を含む 

床
土
準
備 

耕起 
代かき 

●数字は農薬使用 
　成分回数 

�zennoh

有機栽培米�
（無農薬・無化学肥料栽培） 

特別栽培米�
（５割減農薬・５割減化学肥料栽培） 

こだわり米・減農薬栽培米�
（５割減農薬・減化学肥料栽培等） 

基本防除体系（現地実証事例）

主な実証結果 農 薬 費 「あきたecoらいす」防除体系では、慣行栽培と比較し34～36％農薬費削減が可能です。

※「慣行栽培」は、一般的に行われている「あきたこまち」の栽培暦から算定した農薬費

実証地区

Ａ地区

Ｂ地区

慣行栽培

9,650円／10a

9,650円／10a

6,376円／10a

6,206円／10a

あきたecoらいす
防除体系

慣行との削減率

34％

36％



5 3月の運勢 双子座（5/21～6/21） プレッシャーを感じやすくなる時期。肩の力を抜いてリラックスを。親しい仲間たちとの交流が気分転換に。

新あきた米 拡大の取組み新あきた米 拡大の取組み新あきた米 拡大の取組み

秋
田
県
農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
農
業

試
験
場
が
育
成
し
た
多
収
品
種
「
秋
田
63

号
」
の
栽
培
試
験
圃
を
当
Ｊ
Ａ
管
内
に
設

置
し
、
施
肥
・
防
除
な
ど
の
栽
培
方
法
を

検
討
す
る
と
と
も
に
供
給
体
制
の
調
査
研

究
を
実
施
し
ま
す
。
平
成
21
年
度
に
は
30

ha
を
目
標
に
本
格
作
付
け
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

管
内
で
は
、
平
成
20
年
度
自
己
保
全
管

理
面
積
が
1
、
3
0
0
ha
（
平
成
19
年
度

1
、
2
0
0
ha
）、
水
張
り
調
整
水
田
が

2
3
7
ha
（
平
成
19
年
度
2
2
1
ha
）
と

な
っ
て
お
り
、
不
耕
作
地
へ
の
対
応
が
喫

緊
の
課
題
で
し
た
。

21
年
度
よ
り
こ
う
し
た
不
耕
作
地
へ
の

水
田
フ
ル
活
用
の
メ
ニ
ュ
ー
に
「
加
工
用

米
」
加
え
た
こ
と
に
よ
り
、
生
産
の
拡
大

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
販
売
先
を

県
酒
造
組
合
と
全
量
契
約
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
今
後
も
安
定
し
た
生
産
と
生
産
者

手
取
り
額
を
補
償
す
る
こ
と
は
、
今
後
の

営
農
計
画
を
立
て
る
上
で
も
大
き
な
柱
と

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
21
年
度
の
目
標
…
3
4
6
ha

外
食
・
中
食
用
な
ど
様
々
な
消
費
需
要

に
応
じ
た
生
産
体
制
を
整
備
す
べ
く
、
昨

年
か
ら
奨
励
品
種
と
し
て
採
用
さ
れ
た
多

収
で
安
定
生
産
が
で
き
る
良
質
・
良
食
味

品
種
「
ゆ
め
お
ば
こ
」
の
実
証
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
品
種
は
ご
飯
が
ふ
っ
く
ら
と
し
て

や
わ
ら
か
く
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
と
は
異

な
る
食
感
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
普
及
す
る

こ
と
で
、
新
あ
き
た
米
の
品
揃
え
を
充
実

さ
せ
、
流
通
面
で
の
新
た
な
需
要
の
掘
り

起
こ
し
も
兼
ね
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

●
実
証
圃
10
ａ
×
1
ヵ
所

原
油
価
格
高
騰
に
よ
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ

ー
ル
増
産
の
影
響
に
よ
り
、
世
界
的
に
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
始
め
と
す
る
飼
料
穀
物
が

値
上
が
り
し
、
飼
料
米
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
内
に
お
け
る
引
き
続
く
主
食

用
米
の
消
費
減
少
に
よ
る
生
産
調
整
面
積

の
拡
大
へ
の
対
応
策
と
し
て
も
、
主
食
用

米
の
栽
培
技
術
と
作
業
機
械
を
そ
の
ま
ま

利
用
し
て
生
産
で
き
る
こ
と
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
で
も
、
飼
料
米
へ
の
取

組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
生
産
者
が
平
成

20
年
に
転
作
面
積
を
拡
大
し
、
22
年
ま
で

の
3
年
間
に
飼
料
用
米
を
対
象
と
し
た

「
非
食
用
米
低
コ
ス
ト
生
産
技
術
確
立
試

験
」
に
取
り
組
む
場
合
、
1
回
限
り
で
は

あ
り
ま
す
が
、
10
ア
ー
ル
あ
た
り
5
万
円

を
交
付
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
Ｊ
Ａ
、
県
関

係
機
関
、
飼
料
メ
ー
カ
ー
、
全
農
県
本
部

の
中
で
、
20
年
度
か
ら
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

飼
料
用
米
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
飼
料

用
米
生
産
の
仕
組
み
構
築
に
向
け
て
の
検

討
を
続
け
て
い
ま
す
。

【
管
内
実
証
圃
で
栽
培
試
験
】

飼
料
用
原
料
価
格
は
安
い
た
め
、
飼
料
用

米
は
多
収
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

自
給
率
低
下
の
救
世
主

「
飼
料
米
」

「
加
工
用
米
」
の
拡
大

食
味
良
好
で
安
定
多
収

「
ゆ
め
お
ば
こ
」

平
成
20
年
度
、
管
内
で
生
産
さ
れ

た
「
新
あ
き
た
米
」
は
約
33
万
俵

（
60
kg
）
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
多

く
が
高
位
平
準
化
さ
れ
た
慣
行
栽
培

で
す
が
、
そ
の
中
の
約
20
％
が
こ
だ

わ
り
米
で
す
。

前
述
し
た
「
あ
き
た
ｅ
ｃ
ｏ
ら
い

す
」
も
、
こ
だ
わ
り
米
、
特
別
栽
培

米
と
と
も
に
秋
田
米
の
普
及
戦
略
の

ひ
と
つ
で
す
が
、
県
外
に
お
い
て
も

減
農
薬
米
・
特
別
栽
培
米
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
、

「
売
れ
る
米
づ
く
り
」
に
向
け
た
動

き
は
全
国
で
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
競
争
の
中
で
、

「
環
境
に
優
し
く
、
安
全
・
安
心
な

新
あ
き
た
米
」
を
ど
れ
だ
け
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
か
が
大
き
な
カ
ギ
と
な
り

ま
す
。量
販
店
・
米
卸
か
ら
の
要
望
、

多
様
な
消
費
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

米
づ
く
り
に
新
あ
き
た
は
平
成
21
年

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

成熟期の「ゆめおばこ」（提供：農林水産技術センター農業試験場）

特 集

実証圃で栽培試験

（追分営農センター管内）
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63月の運勢

身近な情報を
お届けします!
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女性部

彩菜館川尻支店

女
性
部
が
Ｊ
Ａ
事
業
・
実
態
な
ど

の
知
識
を
深
め
る
学
習
の
場
を
持
つ

た
め
に
企
画
し
た
「
Ｊ
Ａ
か
が
や
き

女
性
塾
」
の
第
２
期
生
の
履
修
過
程

が
修
了
し
、
１
月
23
日
�
、
秋
田
キ

ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
閉
講
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

レ
ポ
ー
ト
発
表
で
は
、
受
講
生
か

ら
「
米
粉
の
料
理
実
習
を
地
区
の
仲

間
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
た
」「
菜

の
花
の
種
播
き
を
実
際
に
体
験
し
た

こ
と
で
、
春
の
収
穫
が
待
ち
遠
し
い
」

「
総
代
会
資
料
と
財
務
諸
表
の
見
方

は
新
あ
き
た
を
知
る
良
い
機
会
と
な

っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

女
性
塾
は
、
年
５
回
の
講
義
が
行

わ
れ
、
米
粉
料
理
の
実
習
や
新
あ
き

た
の
経
営
内
容
な
ど
、
農
業
や
暮
ら

し
の
知
恵
を
座
学
と
実
習
で
学
び
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
、
受
講
さ
れ
た
方
々
の

ご
意
見
や
ご
要
望
を
も
と
に
、
平
成

21
年
度
も
第
３
期
か
が
や
き
女
性
塾

を
開
講
す
る
予
定
で
す
の
で
、
た
く

さ
ん
の
受
講
生
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

女
性
の
経
営
参
画
へ
向
け
て

ファーマーズマーケット「彩菜館」は1月22日（木）、
生産者全体交流会を秋田県中央シルバーエリアで開催し、
会員、新あきた営農担当者72人が参加しました。
山本郡旧峰浜村の直売所「おらほの館」笠原幸子代表

の講演では、「直売所運営について」と題し、おらほの館
の経緯や運営などを説明。「品揃えが豊富でないと集客で
きない」「会員自らレジに立ち、購入者の声を聞くことで、
消費者ニーズをつかみ、生産・販売に生かしている」と
アドバイスがありました。
また、平成20年度において彩菜館の運営に貢献された

優秀農家の表彰式も行われました。
◎平成20年度優秀農家
農産物部門：石塚隆さん
（河辺）
加工部門：渡辺君子さん
（上新城）
努力賞：宇野ヤエ子さん
（外旭川）

直売所の新たな
可能性を探る

川尻支店で1月23日（金）、講師に秋田中央警察署茨
島交番所長佐藤功警部補を迎えて、研修会を開催しまし
た。組合員約20人が参加し、振り込め詐欺の被害防止に
ついて学びました。
佐藤警部補は、実際の被害を基にまとめたＤＶＤ「振

り込め詐欺にご注意」を放映し、オレオレ詐欺、架空請
求詐欺、融資保証金詐欺、還付金等詐欺など4つの詐欺
について説明しました。
県内における振り込め詐欺の被害状況は前年よりも件

数、額ともに増加し、最近では郵便で現金を送るという
手口も多発しています。佐藤警部補は振り込みや送金す
る前には、事前確認と身内や警察に相談をするよう参加
者に呼びかけていました。

振り込め詐欺の
被害防止を学ぶ

笠原代表の講演に聞き入る参加者振り込め詐欺のＤＶＤを見て防止策を学んだ

中川組合長を囲んで修了生が記念撮影

レポート発表に耳を傾ける受講生

蟹　座（6/22～7/22） 新しいことを始める意欲がわきそう。今、話題のジャンルにトライして。金運は月の半ばから上昇する気配。



7 3月の運勢
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旅行
当
Ｊ
Ａ
合
併
10
年
記
念
企
画
と
し

て
「
永
遠
の
都
イ
タ
リ
ア
６
日
間
の

旅
」
を
企
画
し
、
２
月
４
日
�
か
ら

２
月
25
日
�
ま
で
の
日
程
（
６
回
出

発
）
で
総
勢
131
人
が
、
イ
タ
リ
ア
の

地
を
堪
能
し
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
に
到
着
後
、
最
初
の
観

光
と
な
っ
た
都
市
は
首
都
ロ
ー
マ
。

参
加
者
は
、
歴
史
の
流
れ
を
感
じ
な

が
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
総
本
山
で
も

あ
る
ヴ
ァ
チ
カ
ン
や
、
コ
ロ
ッ
セ
オ
、

映
画
「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
で
有
名
な

ト
レ
ヴ
ィ
の
泉
な
ど
を
観
光
し
ま
し

た
。
夕
食
時
に
は
、
陽
気
な
ラ
テ
ン

気
分
で
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
デ
ィ
ナ
ー
シ

ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

芸
術
都
市
と
称
さ
れ
、
町
の
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
美
術
館
が
立
ち
並
ぶ
フ

ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
、
花
の
聖
母
寺
院

ド
ゥ
オ
モ
や
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
な
ど
美
術
史
に
名
を

刻
む
芸
術
家
が
残
し
た
建
築
や
絵
画

に
感
動
し
ま
し
た
。

歴
史
的
栄
華
の
跡
が
残
る
南
イ
タ

リ
ア
最
大
の
都
市
ナ
ポ
リ
で
は
、
火

山
灰
に
飲
み
込
ま
れ
た
古
代
都
市
ポ

ン
ペ
イ
へ
。
参
加
者
は
、
神
殿
や
浴

場
、邸
宅
な
ど
の
遺
跡
群
を
見
学
し
、

２
０
０
０
年
前
の
人
々
の
暮
ら
し
に

思
い
を
は
せ
た
後
、
美
し
い
港
町
ナ

ポ
リ
へ
。
ナ
ポ
リ
湾
か
ら
臨
む
地
中

海
の
素
晴
ら
し
い
眺
望
を
満
喫
し
ま

し
た
。

今
回
の
旅
行
に
参
加
さ
れ
た
お
客

様
か
ら
頂
い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
も

と
に
、
来
年
度
も
農
協
観
光
と
新
あ

き
た
旅
行
セ
ン
タ
ー
が
一
丸
と
な
っ

て
、
地
域
の
方
々
か
ら
お
喜
び
い
た

だ
け
る
旅
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
周
遊
6
日
間
を
満
喫

北営農
センター介護

野菜部会北支部では2月10日（火）、北営農センター
で野菜栽培講習会を開き、部会員、新あきた営農担当者
16人が参加しました。
カゴメ株式会社平林智授氏はＤＶＤ画像により、加工

用トマト栽培のポイントを説明。契約栽培となることか
ら、出荷に関しては全量出荷でき、価格が事前に決定し
ていることや、栽培に関しての技術指導を定期的に実施
するなどして契約者をサポートし、安心して栽培に取り
組めること等を話しました。
参加した生産者からは、糖度や使用する農薬などの質

問が寄せられ、生産意欲の高さが伺えました。

デイサービスセンター「悠楽館」が外旭川小学校プロ
ジェクト委員会より、車いす1台と簡易ベッド2台の寄贈
をいただきました。
2月10日（火）に、悠楽館で贈呈式を行い、高橋所長

が児童の代表2人より目録をいただきました。
プルタブ集めを行うプロジェクト委員会を代表して6

年生の中川天翔さんは「寄贈した品物は、自分たちの気
持ちを込めたものです。役立ててください」と話しまし
た。高橋所長は「皆さんの善意をとてもありがたく思い
ます。大事に使います」と感謝の言葉を贈りました。
ご寄贈いただきました車いすは利用者へ貸出し用、ベ

ッドは休憩用として活用させていただきます。ありがと
うございました。

加工用トマト栽培を学ぶ車いすとベッドを
寄贈いただきました

カゴメ（株）平林氏の説明に耳を傾ける参加者中川委員長に感謝状を手渡す高橋所長

獅子座（7/23～8/22） 物事を邪推して、トラブルを招きがち。考え過ぎないようにして。自分磨きのための出費はおすすめ。

ポンペイ遺跡で記念撮影

ヴァチカン博物館を見学



83月の運勢

命
あ
る
も
の

を
育
て
る

喜
び
が
大
き

い��
農
業
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

建
設
設
備
会
社
に
勤
め
て
い
た
頃
は

早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
働
き
、
子
供
の

顔
を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

35
歳
の
時
、
自
分
の
将
来
を
考
え
る
機

会
が
あ
り
、
会
社
の
た
め
で
な
く
、
自

分
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
、
そ
の

翌
年
専
業
と
し
て
農
業
を
始
め
ま
し
た
。

花
卉
栽
培
は
こ
ま
め
な
温
度
管
理
が

必
要
な
の
で
、
作
物
か
ら
離
れ
ら
れ
な

い
と
き
が
多
い
で
す
が
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
で
き
る
こ
と
が
農
業
の
い
い
と
こ

ろ
で
す
。

�
�
農
業
を
は
じ
め
て
か
ら
は
？

昭
和
60
年
か
ら
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

切
花
栽
培
を
始
め
、
よ
う
や
く
感
触
が

つ
か
め
た
63
年
に
新
城
川
が
氾
濫
し
、

大
洪
水
が
起
こ
り
、
作
物
、
資
材
が
全

て
流
さ
れ
る
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。
気

持
ち
を
切
り
替
え
て
再
度
取
り
組
み
ま

し
た
が
、
平
成
3
年
に
は
台
風
19
号
に

襲
わ
れ
、
ハ
ウ
ス
7
棟
が
全
壊
の
被
害

を
受
け
た
こ
と
で
危
険
分
散
を
考
え
、

切
花
を
や
め
て
、
回
転
が
き
き
、
や
り

直
し
が
出
来
る
鉢
物
栽
培
に
切
り
替
え

て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

市
場
の
声
を
直
接
聞
く
こ
と
で

消
費
者
ニ
ー
ズ
を
つ
か
む

�
�
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

消
費
者
や
市
場
と
の
情
報
交
換
は
毎

年
欠
か
さ
ず
行
っ
て
い
ま
す
。
9
月
に

鉢
物
の
県
外
出
荷
が
始
ま
る
と
、
南
関

東
市
場
へ
出
荷
挨
拶
に
行
き
ま
す
。
こ

ち
ら
か
ら
出
向
い
て
担
当
者
と
直
接
顔

を
合
わ
せ
な
が
ら
情
報
交
換
を
す
る
こ

と
で
、
市
場
か
ら
の
情
報
、
ア
ド
バ
イ

ス
等
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

個
人
と
し
て
は
生
産
面
で
は
ハ
ウ
ス

の
利
用
回
転
を
上
げ
て
、
無
理
し
て
生

産
す
る
よ
り
、
少
量
多
品
目
生
産
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
で

す
。

�
�
大
変
な
こ
と
は
？

消
費
者
は
鉢
花
を
1
回
購
入
す
る
と

3
〜
5
ヵ
月
は
楽
し
め
る
た
め
、
鉢
物

を
販
売
す
る
に
は
不
特
定
多
数
の
顧
客

が
必
要
と
な
り
、
市
場
出
荷
が
不
可
欠

で
す
。

ま
た
、
10
年
先
を
見
越
し
た
産
地
形

成
を
維
持
し
な
が
ら
生
産
量
を
確
保
す

る
に
は
多
く
の
生
産
者
が
必
要
で
す
。

若
く
て
や
る
気
の
あ
る
人
が
出
て
く
る

の
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
食
育
」
と
同
じ
よ
う
に

「
花
育
」
が
必
要

�
�
今
後
の
抱
負
は
？

部
会
で
は
昨
年
か
ら
春
、
夏
秋
用
の

花
壇
苗
を
Ｊ
Ａ
新
あ
き
た
を
通
し
て
町

内
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
公
民
館
等
の
市

民
団
体
へ
注
文
を
取
り
、
直
接
販
売
す

る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
市

民
の
声
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
直
接
販

売
を
定
着
さ
せ
、
販
路
拡
大
へ
結
び
付

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
家
の
至
る
と
こ
ろ

に
花
が
飾
ら
れ
、
沖
縄
や
九
州
で
は
墓

地
や
仏
壇
の
前
に
花
が
飾
ら
れ
て
い
る

の
が
生
活
様
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。
秋

田
で
も
そ
れ
を
憶
え
て
も
ら
い
、
定
着

す
る
た
め
の
「
花
育
」
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

乙女座（8/23～9/22） 浮き沈みの激しい期間なので、直感だけで動くのは避けて。信頼できる人のアドバイスに耳を傾けると吉。

ＪＡ新あきた

花き部会長
鉢物部会長

石井　正伸さん
■耕作面積：1.2ｈａ（稲作）

施設園芸：500坪（利用率3回転）

■生産品目：鉢物（シクラメン、プリムラ類、

他各種）花壇苗（パンジー、ベ

ゴニア、サルビア、他各種）

野菜苗（ナス、トマト、キュウ

リなど、他各種）

花を愛して
心豊かに

出荷準備をする石井部会長



9 3月の運勢

Delicious in Season

天秤座（9/23～10/23） ネガティブな発想をしやすい時期。マイナス思考はやめて、笑顔で過ごして。金銭は計画的に使えば、実りあり。

雄和繋地区　工藤　秀一さんのハウスにて雄和繋地区　工藤　秀一さんのハウスにて 雄和繋地区　工藤　秀一さんのハウスにて 

美
味
し

美
味
し
い
　
　
　

　
　
　
の
レ
シ
ピ
�

美
味
し
い
　
　
　
の
レ
シ
ピ

陣笠揚げ

材料（4人分） 作　り　方
①生シイタケは（特別汚れている場合を除いて）乾いたふきんで笠や裏側のヒダのあ
たりの汚れを拭き取るか、指先でたたいてほこりを落とす。軸はやや深めに笠をえ
ぐるようにして切る。
②むきエビは背わたを除いて、細く刻み、すり鉢に入れてすり混ぜる。（スピードカ
ッターを使ってもよい）。
③②のエビに卵黄、ネギのみじん切り、かたくり粉を加え、さらによくすり混ぜる。
④①のシイタケの内側に小麦粉をまぶし、③を等分して、1つずつ詰める。
⑤小麦粉1カップ、卵と冷水で４分の３カップにしたものをサッと合わせて衣を作り、
④をくぐらせる。
⑥揚げ油を180度に熱した中に、⑤を入れてゆくりと揚げて火を通す。
⑦食塩、辛子じょうゆ、ポン酢しょうゆなど好みのものをつけていただく。
※シイタケの軸は佃煮やみそ汁に。

生シイタケ ……16～20個
むきエビ ……………200ｇ
卵黄 …………………1個分
ネギ（みじん切り）…大さじ2
かたくり粉 ………小さじ1
卵 ………………………1個
小麦粉、揚げ油 ………適量

シ
イ
タ
ケ�

シ
イ
タ
ケ�

きのこ類は全般的に生活習慣病に効果があるといわれています。シイタケも日本では古くから

不老長寿の食品として用いられてきました。シイタケにはエリタデニンという特有成分があり、

これが血中のコレステロールを抑制して血液をきれいにし、動脈硬化や高血圧の予防に役立つの

です。さらに最近では、レンチナンという含有成分にがん細胞の増殖を抑制する作用があること

が分かってきました。そのほか食物繊維も含まれ、便通を整えるのに役立ちます。

そして忘れてはならないのがビタミンＤの元となるエルゴステリンという成分です。体内に入

ると、日光を浴びた皮膚でビタミンＤが合成され、肝臓から腎臓を通って活性化され、カルシウ

ムの腸内吸収を助けます。

生シイタケ、干しシイタケともにビタミンＤは含まれていますが、含有量の面からいえば干し

シイタケが勝っています。シイタケのビタミンＤは日光を浴びて生成されるものなので、干しシ

イタケのほうがずっと多いのです。ただ、生シイタケでも、笠の裏を20分ほど天日にさらせば、

ビタミンＤは増量するといわれています。時間があるときは、調理の前にひと手間かけると栄養

価の高いシイタケを使うことができるでしょう。

食卓に上る機会も多く、最もよく知られたキノコのひとつ

干しシイタケはカルシウムの吸収を高めるビタミンＤがたっぷり
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病
気
や
ケ
ガ
へ
の
不
安
は
年

齢
を
重
ね
る
ご
と
に
高
く
な
り

ま
す
。
一
生
涯
に
わ
た
っ
て
、

充
実
し
た
医
療
の
保
障
が
受
け

ら
れ
る
「
医
療
共
済
」
は
、
み

な
さ
ん
の
不
安
を
取
り
除
く
大

き
な
味
方
に
な
り
ま
す
。

共
済
を
契
約
し
て
何
年
か
経

つ
と
、
契
約
内
容
を
お
忘
れ
に

な
っ
た
り
、
契
約
当
初
、
必
要

と
思
わ
れ
た
保
障
内
容
が
今
現

在
の
ニ
ー
ズ
と
異
な
っ
て
い
る

事
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
病
気
や
ケ
ガ
で
入

院
さ
れ
た
場
合
、
ご
自
身
の
契

約
は
何
日
間
継
続
し
て
入
院
す

る
と
共
済
金
が
支
払
わ
れ
る
か

ご
存
知
で
す
か
？

契
約
内
容
に
よ
っ
て
は
10
日

以
上
継
続
入
院
さ
れ
な
い
と
支

払
わ
れ
な
い
契
約
も
ご
ざ
い
ま

す
。こ

の
機
会
に
自
分
に
は
ど
ん

な
医
療
保
障
が
必
要
な
の
か
、

も
う
一
度
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

■
充
実
の
医
療
保
障

「
べ
す
と
け
あ
」

「
べ
す
と
け
あ
120
」

時
代
が
変
わ
り
、
私
た
ち
の

医
療
に
対
す
る
意
識
も
大
き
く

変
化
し
ま
し
た
。
平
均
寿
命
も

延
び
た
今
、
一
生
涯
に
わ
た
っ

て
充
実
し
た
医
療
保
障
を
受
け

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
き

な
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
の
医
療
共
済
は
、
み
な

さ
ま
の
強
い
味
方
。
一
生
涯
の

保
障
は
も
ち
ろ
ん
、
入
院
保
障

も
充
実
し
て
い
ま
す
。
病
気
や

ケ
ガ
の
程
度
に
よ
っ
て
入
院
日

数
は
違
っ
て
き
ま
す
が
、
あ
ら

ゆ
る
入
院
を
想
定
し
て
日
帰
り

入
院
か
ら
、「
べ
す
と
け
あ
120
」

は
最
高
120
日
、「
べ
す
と
け
あ
」

で
は
最
高
365
日
の
長
期
入
院
ま

で
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

新
あ
き
た
で
は
、
た
だ
今
ラ

イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
保
障
内

容
の
確
認
を
し
て
い
ま
す
。
お

客
さ
ま
に
合
わ
せ
て
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

お
彼
岸
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
大
切
な
ご
先
祖
様
に
感
謝

し
、
故
人
を
偲
び
、
お
墓
参
り

を
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
今
度
の
お
彼
岸
は
、
じ
っ

く
り
と
、
ご
先
祖
様
の
お
墓
を

見
て
み
ま
せ
ん
か
。
も
し
か
し

た
ら
ロ
ー
ソ
ク
の
火
が
す
ぐ
に

消
え
て
し
ま
っ
た
り
、
修
理
や

お
手
入
れ
が
必
要
な
と
こ
ろ
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
年
も
ま
た
、
組
合
員
・
ご

利
用
者
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

と
し
て
「
お
墓
の
無
料
点
検
サ

ー
ビ
ス
」
を
企
画
し
ま
し
た
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
お
申
込
み
受
付
け
期
間

３
月
２
日
（
月
）
か
ら

３
月
27
日
（
金
）
ま
で

■
ご
利
用
料
金

無
料
（
組
合
員
・
ご
利
用
者
様
）

※
リ
フ
ォ
ー
ム
の
お
見
積
り
も

無
料
で
す
。

■
ロ
ー
ソ
ク
の
火
が
消
え
な
い

香
炉
に
取
り
替
え
た
い
。

■
花
立
て
を
新
し
く
し
た
い
。

■
墓
誌
を
新
設
し
た
い

■
目
地
を
補
修
し
て
欲
し
い
。

Ｊ
Ａ
新
あ
き
た
は
、
戒
名
・
法

名
の
彫
刻
か
ら
ロ
ー
ソ
ク
・
線

香
立
金
具
の
お
取
替
え
ま
で
幅

広
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

お
墓
の

新
規
建
立
も

新
あ
き
た
で
。

3月の運勢

お墓の無料点検サービス
お申込み受付中!!

蠍　座（10/24～11/22） やる気が高まる兆し。意欲的に過ごして◎。知識をスムーズに吸収できる時期なので、読書を楽しんで。

購 　 買

購買課　課長補佐

鎌田　徹

充実の医療保障をお届けします！ 共 　 済

北支店

金澤　仁人

お
申
込
み
は
購
買
課

（
８
３
２
―

６
６
５
８
）

ま
た
は
各
営
農
セ
ン
タ
ー
へ
。

指
定
石
材
店
　
秋
田
石
材

墓誌の新設

燈籠の新設

花立のお取替え

香炉のお取替え



1111

知って得する

3月の運勢 射手座（11/23～12/21） つまらないことでイライラしがち。趣味に励んだり、一人で過ごす時間を大切にして、気晴らしを。

い
よ
い
よ
春
の
農
作
業
が
始

ま
り
ま
す
。
高
品
質
・
良
食

味
は
健
苗
づ
く
り
か
ら
！

１
、
種
子
の
種
類
の
確
認
と
浸
種

消
毒
済
種
子
（
青
色
の
着
色
）

の
場
合
は
そ
の
ま
ま
浸
種
し
ま

す
。無

消
毒
種
子
の
場
合
は
塩
水

選
、
種
子
消
毒
を
行
っ
て
か
ら

浸
種
し
ま
す
。

塩
水
選
は
未
熟
粒
や
罹
病
籾

を
取
り
除
き
、
充
実
し
た
籾
を

揃
え
る
た
め
の
大
切
な
作
業
で

す
。
塩
水
選
後
は
良
く
水
洗
い

を
し
て
下
さ
い
。

消
毒
薬
剤
は
ヘ
ル
シ
ー
ド
ス

タ
ー
ナ
を
使
用
し
て
下
さ
い
。

方
法
は
浸
漬
方
法
と
湿
粉
衣
法
、

い
ず
れ
か
で
行
っ
て
下
さ
い
。

２
、
浸
種
期
間

浸
種
の
日
数
は
水
温
10
℃
で

10
〜
11
日
間
、
14
℃
な
ら
7
〜

８
日
間
程
度
で
す
。（
積
算
水
温

100
〜
110
℃
）
水
の
交
換
は
最
初

の
２
日
間
は
交
換
し
な
い
で
、

そ
の
後
は
、
１
〜
２
日
お
き
に

交
換
し
て
発
芽
を
阻
害
す
る
物

質
を
流
す
と
と
も
に
酸
素
供
給

を
促
し
ま
す
。

３
、
催
芽

浸
種
の
終
わ
っ
た
種
子
は
人

肌
程
度
の
お
湯
（
36
〜
40
℃
）

に
出
し
入
れ
す
る
湯
通
し
を
し

て
種
子
全
体
の
温
度
を
均
一
に

し
、
32
℃
で
催
芽
し
ま
す
。
袋

の
中
と
外
で
は
温
度
差
が
あ
り

催
芽
が
均
一
で
な
い
為
、
袋
の

中
ま
で
確
認
が
必
要
で
す
。
あ

き
た
こ
ま
ち
、
ひ
と
め
ぼ
れ
、

た
つ
こ
も
ち
は
催
芽
が
長
く
か

か
る
の
で
、
他
の
品
種
と
の
同

時
処
理
は
行
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。

ま
た
、
消
毒
済
種
子
は
無
消

毒
種
子
に
比
べ
発
芽
が
遅
れ
る

傾
向
に
あ
る
の
で
、
催
芽
状
態

を
十
分
に
確
認
す
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

４
、
ハ
ウ
ス
の
準
備

ビ
ニ
ー
ル
は
地
温
を
上
げ
る

為
に
、
播
種
の
最
低
で
も
３
日

前
（
で
き
れ
ば
１
週
間
前
）
ま

で
に
張
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。（
箱
下
の
床
土
が
冷

え
て
い
る
と
発
芽
が
揃
わ
ず
伸

び
ま
せ
ん
）
ハ
ウ
ス
は
出
来
る

だ
け
、
日
当
た
り
の
良
い
と
こ

ろ
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

５
、
播
種
（
育
苗
様
式
に
合
わ
せ
て
）

床
土
は
平
ら
に
、
覆
土
は
均

一
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

中
苗
１
箱
当
り
乾
籾
で
約
100
ｇ

播
き
、
催
芽
籾
は
約
２
割
増
し

で
播
い
て
下
さ
い
。

『
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
』

●
浸
種
の
方
法

・
浸
種
水
温
は
10
〜
15
℃
を
確

保
す
る
。

→

こ
れ
よ
り
低
い
と
効
果
が

劣
る
。

・
浸
種
開
始
後
２
日
間
は
水
を

交
換
し
な
い

→

消
毒
済
種
子
、
湿
粉
衣
法

で
の
消
毒
で
は
、
こ
の
間

に
薬
剤
が
溶
け
出
し
て
消

毒
さ
れ
る
。

・
適
正
な
水
量
で
浸
種
を
行
う

→

種
子
１
�
に
対
し
て
水
約

3.5
リ
ッ
ト
ル

●
育
苗
初
期
（
出
芽
〜
緑
化
期
）

の
ハ
ウ
ス
管
理

・
出
芽
ま
で
の
温
度
は
32
℃
を

越
え
な
い
事
。

・
苗
は
寒
さ
に
強
い
の
で
、
出

芽
後
の
再
被
覆
は
行
わ
な
い
。

・
緑
化
期
以
降
は
25
℃
以
上
に

し
な
い
事
。

●
無
消
毒
種
子
の
消
毒
手
順

塩
水
選→

水
洗
い→

水
切
り

↓

湿
粉
衣
法
…
水
和
剤
を
種
籾
の

0.5
％
を
よ
く
付
着
す
る
よ
う
混

ぜ
合
わ
せ
る
。

浸
漬
法
（
種
籾
１
㎏
に
対
し
、

薬
液
２
Ｌ
程
度
で
薬
液
量
は
種

籾
が
浸
る
程
度
）

○
高
濃
度
短
時
間
浸
漬
法

20
倍
液
に
10
分
間
浸
漬

（
同
液
で
７
回
ま
で
）

○
低
濃
度
長
時
間
浸
漬
法

200
倍
液
に
24
時
間
浸
漬

（
同
液
で
１
回
限
り
）

薬
液
の
温
度
は
10
℃
以
上
に
な

る
よ
う
に
。

↓

必
ず
風
乾→

浸
種

西営農センター

関口　直樹

t
l
g
l
l
l
l
l
b

t
g
l
l
l
l
l
l
b



123月の運勢

箱
詰
め
作
業
の
合
間
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

指
導
・
監
修
　
日
本
体
育
大
学
運
動
方
法
体
操
研
究
室
教
授
●
荒
木
達
雄

山羊座（12/22～1/19） 人気運が上昇中。持ち前の面倒見の良さを発揮すると信頼を集めそう。知人にごちそうし過ぎるのは×。

糖
尿
病
と
運
動

平
成
19
年
の
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
に

よ
る
と
、
糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ
る
人
が

約
890
万
人
、
糖
尿
病
の
可
能
性
が
否
定
で

き
な
い
予
備
軍
の
人
が
約
１
３
２
０
万
人
、

合
計
で
２
２
１
０
万
人
い
る
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
10
年
前
の
平
成
９
年
の
調
査

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
690
、
680
、
１
３
７
０
万

人
で
し
た
の
で
、
以
前
よ
り
か
な
り
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

糖
尿
病
は
食
べ
過
ぎ
に
よ
る
カ
ロ
リ
ー

の
摂
り
過
ぎ
や
運
動
不
足
を
背
景
と
し
た

肥
満
が
大
き
な
原
因
と
な
り
ま
す
。
秋
田

県
で
は
成
人
男
性
の
30.5
％
、
成
人
女
性
の

28.0
％
が
肥
満
で
あ
り
、
約
３
人
に
１
人
弱

が
太
っ
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
本
県

は
食
料
自
給
率
174
％
で
食
物
は
豊
富
に
あ

り
、
車
社
会
で
あ
ま
り
歩
か
な
い
事
が
肥

満
の
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

実
際
に
肥
満
の
増
加
と
共
に
糖
尿
病
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
の
治
療
の

基
本
は
食
事
療
法
と
運
動
療
法
で
あ
り
、

そ
れ
で
足
り
な
い
場
合
は
必
要
に
応
じ
て

飲
み
薬
や
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
を
追
加
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
の
現
状
を

み
る
と
、
食
事
・
運
動
療
法
の
み
で
薬
が

な
い
方
が
15
％
、
飲
み
薬
を
飲
ん
で
い
る

方
が
60
％
、
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
を
し
て
い

る
方
が
25
％
ぐ
ら
い
の
割
合
に
な
っ
て
お

り
、
薬
な
し
の
方
は
意
外
と
少
数
派
で
す
。

糖
尿
病
を
良
好
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な

い
ケ
ー
ス
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
大

き
な
要
因
は
、
お
や
つ
を
食
べ
た
り
、
ア

ル
コ
ー
ル
を
飲
み
す
ぎ
る
な
ど
で
食
事
制

限
を
守
る
の
が
難
し
か
っ
た
り
、
時
間
が

な
い
、
夏
は
暑
く
て
冬
は
寒
い
、
足
・
腰

が
痛
い
な
ど
で
運
動
す
る
の
が
難
し
か
っ

た
り
し
て
食
事
・
運
動
療
法
が
守
れ
な
い

事
で
す
。

そ
れ
で
は
運
動
に
関
し
て
は
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
ま
ず
、

運
動
不
足
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
る
時
に
「
ど
っ

こ
い
し
ょ
」
と
言
っ
た
り
、
太
も
も
や
椅

子
を
手
で
支
え
て
立
ち
上
が
っ
た
り
す
る

の
は
筋
力
が
低
下
し
て
い
る
サ
イ
ン
で
す
。

こ
れ
が
で
き
た
ら
、
両
手
を
腰
に
あ
て
て

片
足
を
５
cm
上
げ
て
み
て
下
さ
い
。
立
っ

て
い
る
足
が
ず
れ
た
り
、
腰
か
ら
手
が
離

れ
た
り
、
上
げ
た
足
が
床
に
触
れ
た
り
、

も
う
片
方
の
足
に
触
れ
た
ら
終
了
で
す
。

こ
れ
が
１
分
以
上
で
き
れ
ば
合
格
で
す
。

次
に
、
具
体
的
に
何
を
す
れ
ば
い
い
の

か
と
い
う
事
に
関
し
て
は
、
や
は
り
「
歩

く
」
事
が
基
本
に

な
り
ま
す
。
歩
く

際
に
は
、
背
筋
を

の
ば
し
て
姿
勢
を
良
く
、
つ
ま
先
で
し
っ

か
り
と
地
面
を
蹴
る
、
歩
幅
は
広
く
し
て

大
股
で
歩
く
、
か
か
と
か
ら
着
地
す
る
、

腕
を
良
く
振
る
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を

つ
け
て
下
さ
い
。
き
ち
ん
と
歩
け
て
い
る

か
ど
う
か
は
靴
底
を
見
れ
ば
分
か
り
ま
す
。

靴
底
の
外
側
が
減
っ
て
い
る
の
が
上
手
な

歩
き
方
で
す
。
歩
く
速
さ
は
個
人
差
が
あ

り
ま
す
が
、
歩
き
な
が
ら
脈
を
み
て
１
分

間
に
100
回
程
度
が
自
分
に
合
っ
て
い
る
速

さ
で
す
。
こ
れ
ぐ
ら
い
で
あ
れ
ば
、
長
く

続
け
る
こ
と
が
で
き
、
血
糖
値
も
良
く
下

が
り
ま
す
。

１
日
あ
た
り
の
歩
数
は
、
全
国
平
均
が

７
０
７
９
歩
な
の
に
対
し
て
、
秋
田
県
で

は
６
２
１
７
歩
で
全
国
最
下
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。
健
康
な
生
活
の
た
め
に
は
１
日

１
万
歩
が
一
つ
の
目
安
と
な
り
ま
す
が
、

10
分
歩
く
と
１
０
０
０
歩
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
冬
が
終
わ
っ
て
雪
が
な
く
な

っ
た
ら
少
し
ず
つ
で
も
散
歩
を
始
め
て
１

日
１
万
歩
を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

イ
チ
ゴ
農
家
に
お
す
す
め
の
「
か
ろ
や
か
体
操
」

を
紹
介
し
ま
す
。
作
業
台
で
首
、
肩
、
背
中
の
筋
肉

を
伸
ば
し
ま
す
。
箱
詰
め
作
業
は
前
か
が
み
に
な
る

た
め
、
長
時
間
続
け
る
と
体
の
あ
ち
こ
ち
の
筋
肉
が

硬
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

忙
し
い
時
期
に
は
、
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
作
業
し

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。「
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
暇
も

な
い
」
と
言
う
方
こ
そ
、
積
極
的
に
体
を
ほ
ぐ
す
体

操
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
１
）
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
両
手
を
作
業
台
に
つ
き
ま
す
。

両
手
の
幅
は
肩
幅
よ
り
広
く
し
ま
す
。

（
２
）
背
中
と
首
を
そ
ら
す
よ
う
に
意
識
し
な
が
ら
、

上
半
身
を
前
に
倒
し
ま
す
。

（
３
）
背
中
を
丸
め
る
よ
う
に
、
体
を
後
ろ
に
引
き
ま

す
。
首
も
前
に
曲
げ
ま
す
。
２
、
３
回
繰
り
返

し
て
く
だ
さ
い
。

（1）

（2）

（3）

秋田組合総合病院
糖尿病代謝科　科長

下斗米　孝之



13 3月の運勢

ヒ
ジ
キ
で
カ
ル
シ

ウ
ム
を
ど
ー
ぞ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
策

水瓶座（1/20～2/18） のんびり気分で過ごせる時期。好きなことを楽しみ、プライベートを充実させて。金運に恵まれ、旅行運もアップ。

食
文
化
史
研
究
家
●
永
山
久
夫

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長
●
松
島
松
翠

毎
年
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

タ
イ
プ
の
異
な
る
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
が
、
近
い
将
来
、
世
界
的
に
大
流
行

す
る
危
険
性
が
あ
る
と
し
て
、
国
や
自
治

体
は
警
戒
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
と
な
る
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
」
に
は
、
誰
も
免
疫
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ひ
と
た
び
感
染

が
起
こ
る
と
、
爆
発
的
に
広
が
っ
て
世
界

的
な
大
流
行
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
日
本

で
は
人
口
の
約
25
％
、
約
３
２
０
０
万
人

が
発
症
し
、
そ
の
う
ち
死
亡
者
数
は
、
ウ

イ
ル
ス
の
病
原
性
が
高
い
場
合
に
は
約
64

万
人
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を

す
で
に
接
種
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
効
果
は
あ
り
ま

せ
ん
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

は
、
新
型
の
ウ
イ
ル
ス
が
現
れ
て
か
ら
、

そ
の
ウ
イ
ル
ス
の
タ
イ
プ
に
合
わ
せ
て
作

ら
れ
る
た
め
、
開
発
・
生
産
に
６
カ
月
〜

１
年
程
度
か
か
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
で
感
染
者
が
出
た
場
合
、
感
染
の

広
が
り
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
た
め
に
、

外
出
の
自
粛
、
感
染
者
や
感
染
者
に
接
触

し
た
人
の
自
宅
待
機
、
学
校
や
職
場
の
閉

鎖
、
集
会
な
ど
の
制
限
、
移
動
の
制
限
と

い
っ
た
対
策
が
取
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

個
人
レ
ベ
ル
で
感
染
の
危
険
を
少
な
く

す
る
た
め
は
、
外
出
を
で
き
る
だ
け
控
え

る
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
長

期
間
保
存
で
き
る
食
品
、
持
病
の
薬
や
解

熱
剤
な
ど
の
医
薬
品
の
備
蓄
と
い
っ
た
事

前
の
準
備
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
感
染
し
た
家
族
を
家
庭
で
看
護

す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
マ
ス

ク
や
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
を
用
意
し

て
お
く
と
役
立
つ
で
し
ょ
う
。

新
型
と
い
っ
て
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

外
出
の
際
の
マ
ス
ク
着
用
と
、
帰
宅
後
の

せ
っ
け
ん
で
の
手
洗
い
は
必
ず
実
行
し
て

く
だ
さ
い
。

昔
は
大
人
も
子
ど
も
も
よ
く
笑
い
ま
し

た
。
少
々
家
計
が
苦
し
く
て
も
、
そ
れ
が

当
た
り
前
の
時
代
。
鼻
水
を
垂
ら
し
た
子

ど
も
た
ち
が
夕
方
ま
で
走
り
回
り
「
ワ
ッ

ハ
ッ
ハ
ッ
」
と
笑
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

な
ぜ
あ
ん
な
に
明
る
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
食
生
活
か
ら
見
る
と
、
大
人
も
子
ど

も
も
カ
ル
シ
ウ
ム
を
し
っ
か
り
取
っ
て
い

た
こ
と
が
、
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

小
さ
な
魚
だ
っ
た
ら
頭
か
ら
食
べ
て
い

ま
し
た
し
、
海
藻
も
た
っ
ぷ
り
食
べ
て
い

ま
し
た
。
今
で
も
カ
ル
シ
ウ
ム
を
た
っ
ぷ

り
含
ん
だ
小
魚
や
海
藻
を
日
常
的
に
食
べ

て
い
る
地
方
は
、
長
生
き
す
る
人
を
輩
出

し
て
い
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
は
「
食
べ
る
ト
ラ
ン
キ
ラ

イ
ザ
ー
（
精
神
安
定
剤
）」
と
い
わ
れ
、

イ
ラ
イ
ラ
や
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
す
る
力
が

と
て
も
強
い
の
が
特
長
で
す
。
そ
し
て
笑

う
こ
と
で
、
免
疫
力
を
高
め
る
ナ
チ
ュ
ラ

ル
キ
ラ
ー
細
胞
が
増
え
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
を
た
く
さ
ん
含
ん
だ
食
品

と
い
え
ば
ヒ
ジ
キ
で
す
。
干
し
ヒ
ジ
キ
１

０
０
g
中
に
は
、
１
４
０
０
m
g
の
カ
ル

シ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の

含
有
量
は
海
藻
の
中
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
。

戦
前
の
大
阪
の
商
家
で
は
、
夕
食
の
お

か
ず
に
ヒ
ジ
キ
の
煮
つ
け
が
よ
く
出
さ
れ

た
そ
う
で
す
。
ニ
コ
ニ
コ
と
し
た
笑
顔
で

の
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
、
ヒ
ジ
キ
の
カ
ル

シ
ウ
ム
が
役
立
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
昔
は
ヒ
ジ
キ
と
油
揚
げ
を
甘
辛

く
煮
た
お
か
ず
が
、
よ
く
食
卓
に
上
り
ま

し
た
。
粗
食
に
見
え
ま
す
が
、
ヒ
ジ
キ
と

油
揚
げ
の
組
み
合
わ
せ
は
お
す
す
め
で

す
。油

揚
げ
に
は
注
目
の
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
が

含
ま
れ
て
お
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
骨
へ
の

吸
着
を
助
け
る
作
用
が
あ
る
だ
け
で
は
な

く
、
女
性
の
若
さ
を
保
つ
効
果
も
あ
る
の

で
す
。
春
の
野
山
で
「
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
」

と
走
り
回
る
元
気
な
骨
の
た
め
に
も
カ
ル

シ
ウ
ム
を
ど
ー
ぞ
。



143月の運勢

読
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

読
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

１　つまらないものですが、お受け取りくだ
さい

３　乗客でなく荷物を運ぶ車両
５　土の上を歩かないで済むように地面に並
べます

７　配偶者の母親
９　何かが起こる前に、それを知ること　地
震――

11 看板と実際に売っているものが違ってい
るような売り方

14 酔っぱらいが、巻くもの
15 握ったり、押したり、巻いたりする
16 家庭生活で必要なことを教える科目
18 一番おいしくて栄養のある時期
19 野球の監督が選手に送るもの

１　親しい学友ともお別れ　でも新たな門出
が待ってます

２　「幸水」、「豊水」、「二十世紀」などの品
種があります

３　一部を壊して新しくしました
４　百獣の王
６　化粧する人がのぞく家具
８　ヤブから出てきたらビックリする？
10 ヒーローが悪人と戦う――シーン
12 会員になると各種あります、などと言わ
れるもの

13 ツヤ出しや保護のために塗ります
16 朝食に食べることもある軟らかご飯
17 雨がやむとつい忘れてしまいがちなもの

官製ハガキの裏にクイズの答
えと上記の今月のテーマについ
てご記入の上、お送り下さい。
多数のご応募お待ちしておりま
す。

●FAXから　018－832－6622
●E-メールから　kikaku-4@ja-shinakita.or.jp

JA新あきた総務課 教育広報係まで

▼クイズにご応募下さい！
［プレゼント］正解者の中から抽選
で賞品を差し上げます。
［応 募 方 法］ハガキにクイズの答
えと住所・年齢及び今月のテーマに
ついて一言書いて送ってください。
［締 め 切 り］ ３月18日�
◎応募先は右記まで。

010－0877

総
務
課教

育
広
報
係

50
Ｊ
Ａ
新
あ
き
た

秋
田
市
千
秋
矢
留
町
２
ー
40

答　え

住　所

氏　名

年　齢

今月のテーマについ

て一言お書き下さい。
【2月号の正解】

エ ホ ウ マ キ

★当選者
佐藤　幸子さん

（将軍野）
伊藤　慶子さん
（四ツ小屋）

鈴木由紀子さん
（河　辺）

おめでとうございます

※ＪＡに寄せられたお便りの住所・氏名・年齢・職業などの情報は、広報活動以外で使用することはありません。

タテのカギ ヨコのカギ

2
月
の
テ
ー
マ

「
冬
に
食
べ
た
い
も
の
」

周囲にいる面白い人や，びっくり人間，凄い人・・あなたのまわりの素敵な人を，シ
ョートコラムでまとめてください。掲載させて頂いた方の中から、抽選で３名の方へ
粗品を進呈いたします！皆さんからの沢山の投稿をお待ちしております！！

今月のテーマは
「おもろい人」

アナタのお便り
お待ちしております。

や
っ
ぱ
り
鍋
!!
家
族
で
鍋
を
囲

ん
で
楽
し
く
話
を
し
な
が
ら

美
味
し
く
食
べ
る
の
が
１
番
で
す
。

ハ
タ
ハ
タ
、
タ
ラ
、
キ
ム
チ
…
な
ど
、

鍋
は
何
で
も
美
味
し
い
で
す
。
今
年

は
豆
乳
鍋
や
カ
レ
ー
鍋
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
上
北
手
　
Ｔ
さ
ん
）

冬
に
食
べ
た
い
も
の
と
い
え
ば

何
と
い
っ
て
も
「
キ
ム
チ
鍋
」。

心
も
体
も
本
当
に
温
ま
り
ま
す
。
ピ

リ
ッ
と
し
た
味
で
汗
を
流
し
な
が
ら

食
べ
る
キ
ム
チ
鍋
は
最
高
で
す
。

（
金
足
　
Ｍ
さ
ん
）

寒
い
冬
の
あ
っ
た
か
鍋
物
、
タ

ラ
の
ざ
っ
ぱ
に
た
っ
ぷ
り
の

野
菜
、
き
の
こ
、
豆
腐
、
だ
だ
み
な

ど
を
入
れ
て
ア
ツ
ア
ツ
の
を
食
べ
る

の
が
最
高
で
す
。
体
の
中
ま
で
あ
っ

た
ま
り
ま
す
。
最
高
で
す
。

（
下
新
城
　
Ａ
さ
ん
）

干
し
餅
と
干
し
芋
で
す
。
子
供

の
頃
、
今
の
様
に
豊
食
の
時

代
で
は
な
く
、
お
や
つ
は
手
作
り
で

し
た
。
秋
に
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ

は
干
し
芋
に
し
、
冬
に
入
る
と
干
し

餅
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
子
供
の
頃

は
毎
日
の
事
で
少
々
飽
き
ま
し
た

が
、
最
近
は
懐
か
し
く
、
店
で
見
か

け
る
と
買
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
。

（
将
軍
野
　
Ｓ
さ
ん
）

私
は
白
菜
キ
ム
チ
に
は
ま
っ
て

い
て
、
特
に
冬
に
作
る
白
菜

キ
ム
チ
は
お
い
し
く
感
じ
ま
す
。
こ

の
季
節
で
な
い
と
絶
対
食
べ
ら
れ
な

い
味
に
、
自
分
で
も
納
得
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
キ
ム
チ
は
１
度

と
し
て
同
じ
味
に
出
来
上
が
る
こ
と

が
な
く
、
そ
れ
が
ま
た
楽
し
い
で
す

!!

（
河
辺
　
Ｓ
さ
ん
）

暮
ら
し
の
応
援
団
を
見
て
、
以

前
ま
で
は
、
Ｊ
Ａ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

が
少
な
い
の
で
不
便
を
感
じ
て
い
ま

し
た
が
、
利
用
で
き
る
金
融
機
関
が

増
え
た
こ
と
で
大
変
利
用
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
本
当
に
良
か
っ
た
で

す
。

（
四
ツ
小
屋
　
Ｉ
さ
ん
）

Ｊ
Ａ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が

秋
田
銀
行
で
使
用
し
た
場
合

の
利
用
手
数
料
が
無
料
に
な
っ
た
こ

と
で
大
変
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。

（
雄
和
　
Ｋ
さ
ん
）

魚　座（2/19～3/20） 自己主張をしたくなる時期。意見やアイデアを積極的に話して吉。家族や友人と外食するのもおすすめ。
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JA新あきたのあゆみ 第12回 理 事 会 便 り
1月

1・ 1 元旦

5 仕事始め（年頭のあいさつ）　　　　　　（ＪＡ新あきた会館）

7 平成20年度学校給食に「秋田の食材」を活用促進研修会　（県庁第二庁舎）

8 稲作受託部会役員会　　　　　　　（ＪＡ新あきた会館）

9 蔵開き　　　　　　　　　　　　　　　（追分低温倉庫）

〃 鏡開き　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本　店）

14 神明・津田物産訪問　　　　　　　　　　　　（大　阪）

16 追分女性部新春の集い　　　　　　（追分生活センター）

〃 全県農協農政対策本部長会議　　　　　　　（ＪＡビル）

20 水田等有効活用促進対策説明会　　　　　　（ＪＡビル）

21 家畜市場流通促進対策会議　　　　（ＪＡ秋田しんせい）

22 総代代表者・支部長代表者協議会　（ＪＡ新あきた会館）

〃 彩菜館生産者全体交流会　　　　（中央シルバーエリア）

23 ＪＡかがやき女性塾閉講式　　（秋田キャッスルホテル）

26 秋田南税務署による税務調査　至30日　（JA新あきた会館）

28 稲作受託部会総会　　　　　　　（アキタパークホテル）

29 第12回理事会 　　　　　　　　　（ＪＡ新あきた会館）

議案第 1 号　秋田市農業経営安定資金の貸出しについて
議案第 2 号　理事と組合との契約に関する承認について
議案第 3 号　業務内容方法書および分別管理に関する規程並

びに保護預り規程兼振替決済口座管理規程の
一部改正について

議案第 4 号　農林中央金庫への増資について
議案第 5 号　資産査定規程の一部変更について
議案第 6 号　資産の償却・引当要領の一部変更について
議案第 7 号　平成21年度事業計画（案）について
議案第 8 号　出資口数の減少申込について

編
集
後
記

派
遣
労
働
者
が
大
量
に
解
雇
さ
れ
て
い

ま
す
。
せ
っ
か
く
就
職
が
決
ま
っ
た
の
に

内
定
を
取
り
消
さ
れ
た
と
い
う
話
も
あ
り

ま
す
。
春
が
近
づ
い
た
と
は
い
え
こ
の
寒

空
に
。
農
水
省
や
各
地
方
自
治
体
で
も
雇

用
対
策
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
地

域
農
家
と
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
っ
て
就
農
を

促
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
大
地
を
耕
し
作
物
を

育
て
る
手
応
え
の
あ
る
仕
事
を
知
っ
て
も

ら
え
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

春
先
か
ら
は
労
働
力
の
確
保
だ
け
で
な

く
、
農
産
物
の
流
通
や
観
光
な
ど
と
絡
め

た
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
中
川
）

JA新あきたの概況�JA新あきたの概況�

組合員数
（正）8,153人　　（准）8,070人

貯金　　　 882億8,651万円
貸付金　 380億6,568万円
共済保有高　 3,481億8,515万円
購買品供給高 19億4,247万円
販売高　　　　　　　　　　 49億7,687万円
出資金　　　　　　　　　　 37億1,080万円

1月末現在
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お得な情報満載です!

3月号
この広報誌は米国大豆油協会が認定した環境
にやさしい大豆油インクを使用しています。

当ＪＡでは、期間限定ではござ

いますがパイプハウス一式をご購

入のかたにアーチパイプの埋設部

分の内外に防錆塗料『バリエスト』

をサービスさせて頂きます。

パイプハウスの足元は非常に錆

びやすく、特に内部から錆びてく

るのは皆様もご存知のことと思い

ます。通常メッキパイプは外側の

メッキは厚く、内側は外の半分位

もしくは安価な物では塗装のみの

場合もあります。

そこで内外ともどぶ漬けでコー

ルタール系の『バリエスト』を施

し、パイプの弱点を克服しました。

内部まで塗装できるのはＪＡだけ

です。

これで寿命が倍まで延びるとは

申しませんが２～３割延びたら、

その分値段が安くなったのと同じ

です。

お申し込みは購買課：� 832―6658 または各営農センターへ

パイプハウスのご相談、お求めはJAへ!!

バリエスト塗装状況ト塗装状況�バリエスト塗装状況�

納入期限：平成21年3月末まで！お見積は無料です！！




